
                            

        

は
じ
め
に 

例
会
当
日
は
、
冬
の
寒
さ
も
和

ら
い
で
、
好
天
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日

和
に
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ

ヤ
の
乱
れ
は
多
少
あ
っ
た
も
の
の

集
合
場
所
の
Ｊ
Ｒ
摂
津
富
田
駅
前

に
参
加
者
２
９
名
が
揃
い
ま
し
た
。 

今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
歴
史
グ
ル

ー
プ
早
雲
ス
タ
ッ
フ
の
井
内
氏
と

一
瀬
氏
の
企
画
で
開
催
し
ま
し
た
。 

全
員
集
合
を
待
つ
間
、
恒
例
の

「
井
内
講
座
」
を
開
始
し
、
難
題

の
ク
イ
ズ
に
頭
を
ひ
ね
り
ま
し
た
。 

本
日
散
策
す
る
高
槻
市
は
、
旧

石
器
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
至
る

歴
史
遺
産
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
、
淀
川
流
域
最
大
級
の

前
方
後
円
墳
で
継
体
天
皇
陵
と
宮

内
庁
が
定
め
る
茶
臼
山
古
墳
や
大

王
の
真
陵
と
み
ら
れ
る
今
城
塚
古 

       墳
、
わ
が
国
最
古
最
大
の
埴
輪

制
作
遺
跡
、
等
々
、
高
槻
市
北

部
に
点
在
す
る
遺
跡
や
古
墳
を

中
心
に
埋
も
れ
た
祖
先
の
足
跡

を
訪
ね
ま
す
。 

各
所
で
説
明
を
し
て
い
た
だ

い
た
早
雲
の
ス
タ
ッ
フ
の
各
氏

並
び
に
今
城
塚
古
墳
で
案
内
を

し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

見
学
は
、
太
田
茶
臼
山
古
墳

～
陪
塚
（
３
カ
所
）
～
新
池
埴

輪
制
作
遺
跡
（
昼
食
）
～
闘
鶏

山
古
墳
～
今
城
塚
古
墳
（
見
学

後
解
散
）の
順
で
行
い
ま
し
た
。 

見
学
場
所
の
概
要
を
以
下
に
掲

載
し
ま
す
。 

① 

太
田
茶
臼
山
古
墳 

宮
内
庁
に
よ
り
「
三
嶋
藍
野

陵
（
み
し
ま
の
あ
い
の
み
さ
さ

ぎ
）」
と
し
、
第
２
６
代
継
体
天

皇
の
陵
と
し
て
治
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

全
国
で
は
２
１
位
の
規
模
の

古
墳
で
５
世
紀
中
葉
頃
の
築
造

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
発
掘
調
査

で
は
円
筒
埴
輪
・
形
象
埴
輪
が

検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

新
池
埴
輪
制
作
遺
跡
の
生
産
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
写
真
）
太
田
茶
臼
山
古
墳 

築
造
年
代
は
継
体
天
皇
の
没

年
（
継
体
天
皇
２
５
年
（
５
３

１
年
））
と
合
わ
ず
、
所
在
地
も

史
書
の
記
述
と
食
い
違
う
こ
と

か
ら
、
現
在
で
は
真
の
継
体
陵

に
つ
い
て
は
今
城
塚
古
墳
と
す

る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
こ
の
古
墳
に
は
ど

な
た
が
葬
ら
れ
て
い
る
の
か
疑

問
が
わ
き
ま
す
。 

一
説
に
よ
る
と
雄
略
天
皇
の

父
、
允
恭
天
皇
の
皇
后
の
お
兄

さ
ん
の
お
墓
と
か
。 

② 

継
体
天
皇
陵
（
陪
冢
）・

二
子
山
古
墳
・
番
山
古

墳 

 

（
写
真
）
継
体
天
皇
陵
（
陪
冢
） 

 

（
写
真
）
二
子
山
古
墳 
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第
一
七
四
回 

歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ 

報
告 

 

二
つ
の
継
体
大
王
陵
を
た
ず
ね
る 

２
０
２
３
年
１
月
２
２
日
（
日
） 



 

（
写
真
）
番
山
古
墳 

太
田
茶
臼
山
古
墳
の
墳
丘
の

近
く
に
は
陪
塚
と
み
ら
れ
る
古

墳
数
基
が
み
ら
れ
ま
す
。 

陪
塚
と
は
大
き
な
古
墳
に
近

接
し
て
あ
る
小
さ
な
古
墳
。
近

親
者
や
従
者
を
葬
っ
た
と
伝
え

ま
す
が
、
特
定
の
副
葬
品
の
み

を
納
め
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

現
地
で
の
説
明
に
よ
る
と
古
く

は
生
贄
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

埴
輪
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う

で
す
。 

③ 

新
池
埴
輪
制
作
遺
跡

（
ハ
ニ
ワ
工
場
公
園
） 

新
池
埴
輪
制
作
遺
跡
は
５
・

６
世
紀
の
遺
跡
で
、
埴
輪
窯
１

８
基
と
工
人
集
落
か
ら
な
る
全

国
最
大
級
の
埴
輪
工
場
跡
で
す
。 

太
田
茶
臼
山
古
墳
・
陪
塚
お
よ
び

今
城
塚
古
墳
等
の
埴
輪
は
当
工
場

で
造
ら
れ
ま
し
た
。
ハ
ニ
ワ
工
場

は
全
国
約
９
０
か
所
で
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
大
王
の
た
め

の
ハ
ニ
ワ
工
場
の
よ
う
す
が
あ
き

ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
こ

だ
け
で
す
。 

 

（
写
真
）
ハ
ニ
ワ
窯 

 

（
写
真
）
ハ
ニ
ワ
工
場
館 

 

（
写
真
）
ハ
ニ
ワ
工
房 

 

④ 

闘
鶏
山
古
墳 

 

（
写
真
）
闘
鶏
山
古
墳
：
社
殿
の
奥 

闘
鶏
野
神
社
の
背
後
に
闘
鶏

山
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
平
成
１

４
年
に
後
円
部
か
ら
未
盗
掘
の

竪
穴
式
石
室
２
基
が
発
見
さ
れ
、

石
室
内
部
の
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ

ー
プ
調
査
で
三
角
縁
神
獣
鏡
や

石
製
腕
飾
り
、
木
棺
の
一
部
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
。
文
化
庁
の

発
掘
許
可
を
得
る
為
に
長
期
間

に
及
ぶ
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

⑤ 

今
城
塚
古
墳
（
継
体
大

王
の
真
の
陵
墓
） 

 

（
写
真
）
今
城
塚
古
墳 

 

（
写
真
）
埴
輪
催
事
場 

淀
川
域
で
最
大
級
の
前
方
後

円
墳
「
今
城
塚
古
墳
」
は
西
向

き
の
全
長
１
９
０
ｍ
の
墳
丘
の

周
囲
に
は
二
重
の
濠
が
巡
り
、

総
長
約
３
５
０
ｍ
・
総
幅
約
３

４
０
ｍ
も
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。 

６
世
紀
前
半
の
築
造
と
さ
れ
、

学
術
的
に
は
「
日
本
書
紀
」
が

５
３
１
年
没
と
す
る
継
体
大
王

の
真
の
陵
墓
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

（
写
真
）
今
城
塚
古
墳
（
墳
丘
内
） 

調
査
に
よ
っ
て
築
造
当
時
の

形
状
や
後
円
部
の
墳
丘
内
石
積
、

石
室
基
盤
工
な
ど
墳
丘
構
造
に

迫
る
重
要
な
証
拠
が
得
ら
れ
ま

し
た
。 

ま
た
、
３
種
類
の
石
棺
の
破

片
や
銀
象
嵌
の
刀
装
具
、
ガ
ラ



ス
小
玉
な
ど
の
副
葬
品
の
一
部

も
出
土
し
ま
し
た
。
な
か
で
も

北
側
内
堤
か
ら
見
つ
か
っ
た
、

精
巧
な
形
象
埴
輪
群
で
構
成
さ

れ
る
埴
輪
催
事
場
は
、
大
王
陵

の
埴
輪
祭
祀
の
実
態
を
し
め
す

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。 

⑥ 

今
城
塚
古
代
歴
史
館 

古
墳
公
園
に
隣
接
す
る
歴
史

館
で
は
、
三
嶋
古
墳
群
の
概
要

を
は
じ
め
今
城
塚
古
墳
の
発
掘

調
査
で
判
明
し
た
、
古
墳
づ
く

り
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
実
大

の
ジ
オ
ラ
マ
模
型
や
映
像
も
用

い
な
が
ら
解
説
し
て
い
ま
す
。

実
物
の
埴
輪
や
豊
富
な
出
土
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

（
写
真
）
今
城
塚
古
代
歴
史
館
内 

   

Ｍ 

・ 

Ｏ 

当
日
の
申
し
込
み
に
も
か
か
わ

ら
ず
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
。 

「
二
つ
の
継
体
大
王
陵
」
と
い

う
の
で
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
、違
い
ま
し
た
。

宮
内
庁
と
研
究
者
の
説
が
違
う
の

で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

さ
ん
の
て
い
ね
い
な
説
明
で
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
ハ
ニ
ワ
工
場
公

園
の
見
学
や
今
城
塚
古
墳
な
ど
個

人
で
は
参
加
す
る
こ
と
が
む
つ
か

し
い
所
に
行
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

役
員
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 ◇

◇
◇
◇ Ｈ 

・ 

Ｍ
Ａ 

 

井
上
代
表
を
は
じ
め
役
員
の

方
々
の
お
世
話
で
、
か
ね
て
よ
り

宮
内
庁
と
考
古
学
者
達
の
間
で
異

な
っ
た
見
解
に
な
っ
て
い
る
二
カ

所
の
「
継
体
天
皇
陵
」
を
直
接
訪

れ
る
こ
と
が
出
来
非
常
に
充
実
し

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
に
訪
ね
た
「
太
田
茶

臼
山
古
墳
」
で
は
そ
れ
ほ
ど
感

銘
を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

日
本
最
大
級
の
「
新
池
埴
輪
製

作
所
跡
」
並
び
に
淀
川
域
最
大

級
の
「
今
城
塚
古
墳
」
は
興
味

深
く
強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

就
中
詳
細
な
説
明
を
受
け
な
が

ら
「
今
城
塚
古
墳
」
の
”
埴
輪

祭
祀
場
”の
埴
輪
群
を
実
見
し
、

ま
た
二
重
の
濠
を
巡
ら
し
た
広

大
な
墳
丘
に
登
る
こ
と
が
出
来

感
激
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
◇
◇
◇ Ｙ 

・ 

Ｍ 

高
槻
市
在
住
の
私
は
、
今
ま

で
何
度
も
今
城
塚
古
墳
に
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
ま
た

気
づ
か
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
今
城
塚
古
墳
は
、
古
墳
時

代
の
史
跡
だ
が
そ
れ
以
降
の
時

代
も
そ
の
周
辺
に
住
ん
で
い
る

人
々
が
利
用
し
て
い
た
。
石
室

の
石
を
他
の
物
に
使
っ
た
り
、

古
墳
の
堀
の
水
を
農
業
用
水
に

し
た
り
な
ど
。
史
跡
に
人
を
入

れ
ず
に
保
存
と
い
う
形
も
あ
れ

ば
、
こ
の
今
城
塚
古
墳
の
よ
う

に
２
４
時
間
出
入
り
自
由
す
る

形
も
あ
る
。
史
跡
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
形
が
あ
る
。 

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
な
形
の
史

跡
に
出
会
っ
て
い
け
る
の
か
楽

し
み
だ
。 

◇
◇
◇
◇ 

Ｈ 

・ 

Ｍ
Ｏ 

 

二
つ
の
継
体
大
王
陵
を 

中
心
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

大
寒
も
過
ぎ
朝
晩
の
冷
え
込

み
も
一
段
と
厳
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
も
、
本
日
は
風
も
無
く
、

穏
や
か
な
陽
気
で
最
高
の
ハ
イ

キ
ン
グ
が
期
待
で
き
そ
う
。 

 

継
体
天
皇
の
出
自
は
、
我
が

滋
賀
県
の
高
島
市
で
、
父
の
死

後
、
母
の
出
身
地
越
前
に
行
っ

て
か
ら
樟
葉
で
の
即
位
ま
で
の

空
白
の
”
謎
の
大
王
”
と
呼
ば

れ
た
継
体
天
皇
の
真
実
に
つ
い

て
、
大
い
に
興
味
が
湧
き
ワ
ク

ワ
ク
の
気
分
で
見
聞
。 

 

最
初
は
、
茨
木
市
の
宮
内
庁

管
轄
の
「
太
田
茶
臼
山
古
墳
」

築
造
年
代
は
、
継
体
天
皇
の
没

年
と
合
わ
ず
、
所
在
地
も
定
か

で
は
な
く
、
宮
内
庁
の
意
地
だ

け
で
治
定
さ
れ
て
い
る
感
じ
。

そ
れ
に
反
し
て
、
継
体
大
王
の

真
の
陵
墓
で
あ
る
と
す
る
有
力

な
学
説
も
あ
る
、
「
今
城
塚
古

墳
」
は
茨
木
市
に
対
抗
す
る
か

の
よ
う
に
保
存
・
復
元
・
整
備

事
業
な
ど
に
総
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
高
槻
市
に
は
感
服
。 

 

太
田
茶
臼
山
古
墳
と
今
城
塚

古
墳
の
両
者
は
一
体
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。 

そ
の
規
模
か
ら
推
察
し
て
両

者
も
当
地
に
勢
力
を
持
つ
強
大

な
権
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
益
々
興

味
が
尽
き
ま
せ
ん
。 

 

（
写
真
）
今
城
塚
古
墳 

 

一
口
感
想 

 



【
井
内
講
座
】 

ク
イ
ズ
（
京
の
う
た
よ
り
） 

問
題 

一 

♪
一
か
け
二
か
け
三
か
け
て
四

か
け
て
五
か
け
て
橋
を
か
け
、
♪

～
～
～
遥
か
彼
方
を
望
む
れ
ば
、

十
七
、
八
の
姉
さ
ん
が
、
花
と
線

香
を
手
に
持
っ
て
♪
～
～ 

さ
て
問
題
で
す
。
彼
女
は
こ
の
後

父
親
の
墓
参
り
に
行
く
の
で
す

が
、
こ
の
十
七
、
八
の
姉
さ
ん
の

父
親
は
だ
れ
で
し
ょ
う
？ 

 

問
題 

二 

♪
丸
竹
夷
二
押
御
池
、
姉
三
六
角

蛸
錦
、
四
綾
仏
高
松
万
五
条
、
雪

駄
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら
魚
の
棚
♪
～

～
さ
て
問
題
で
す
。
ち
ゃ
ら
ち
ゃ

ら
と
音
が
す
る
雪
駄
の
裏
に
張

り
付
け
て
い
る
金
具
の
名
前
は

何
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

問
題 

三 

♪
守
り
も
嫌
が
る
盆
か
ら
先
に

ゃ 

雪
も
ち
ら
つ
く
し
子
も
泣

く
し
“
青
い
鳥
”
で
有
名
な
『
竹

田
の
子
守
歌
』
で
す
が
、
原
曲
、

元
歌
が
あ
り
ま
す
。
原
曲
、
元
歌
の

中
で
、
久
世
の
（ 

 
 

）
飯
、
吉

祥
（
き
っ
ち
ょ
）
の
（ 

 

）
飯
、

ま
た
も
竹
田
の
（ 

 

）
飯
と
い
う

歌
詞
が
出
て
来
ま
す
。
現
在
で
は
ヘ

ル
シ
ー
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
で
す
が
、

歌
わ
れ
た
当
時
で
は
贅
沢
で
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
て
問
題
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
（ 

 
 

）
に
入
る
飯

を
下
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。 

ａ
． 
芋
飯 

ｂ
． 

白
菜
飯 

 
 

ｃ
． 
大
根
飯 

ｄ
． 

菜
飯 

 

ｅ
． 

も
ん
ば
（
お
か
ら
）
飯 

 
 

ｆ
． 

キ
ャ
ベ
ツ
飯 

 

問
題 

四 

♪
京
都
大
原
三
千
院 

恋
に
つ
か

れ
た
女
が
一
人 

「
女
一
人
」
は
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス

が
歌
っ
た
ご
当
地
ソ
ン
グ
と
し
て

大
ヒ
ッ
ト
し
、
渚
ゆ
う
子
や
石
川
さ

ゆ
り
さ
ん
が
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
歌
の
中
に
出
て
く
る
大

原
に
は
有
名
な
大
原
女
が
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
一
時
違
い
の
小
原
女
も

い
ま
し
た
。
大
原
女
と
小
原
女
の
違

い
は
何
で
し
ょ
う
か
？ 

 

ａ
．
大
原
女
（ 

 
 

 
 

） 

ｂ
．
小
原
女
（ 

 
 

 
 

） 

 

問
題 

五 

京
都
に
は
大
原
女
（
小
原
女
）、

白
川
女
、
桂
女
な
ど
「
ひ
さ
ぎ
め
」

と
い
わ
れ
る
物
を
販
売
す
る
女

性
達
が
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
地
に
高
雄
に
梅
ケ
畑
か
ら
は

し
ご
や
床
机
（
し
ょ
う
ぎ
）、
鞍

掛
を
売
り
歩
い
て
い
た
女
性
た

ち
が
い
ま
し
た
。
そ
の
名
前
は
？ 

 

問
題 

六 

島
田
の
ブ
ン
ブ
ン
と
い
う
歌
が

あ
り
ま
す
。 

中
村
美
津
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
他

に
も
有
名
な
歌
手
が
歌
っ
て
い

ま
す
。 

♪
夜
の
と
ば
り
が
パ
ラ
り
と
降

り
ゃ 

祭
り
心
が
騒
ぎ
だ
す 

今
日
は
祇
園
か
先
斗
町 

三
味
に
太
鼓
に
鳴
り
物
ば
や
し

～
～
～
～
♪ 

さ
て
鳴
り
物
ば
や
し
と
い
え
ば
、 

ペ
ン
と
ひ
き
ゃ
ヒ
ュ
ー 

ス
テ
テ
コ
テ
ン
の
カ
ッ
ポ
カ
ッ

ポ コ
ロ
リ
ン
シ
ャ
ン
の
ピ
ッ
ピ
ッ 

で
は
問
題
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
楽

器
名
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。 

ペ
ン 

 
 

 

（ 
 

 
 

） 

ヒ
ュ
ー 

 
 

（ 
 

 
 

） 

ス
テ
テ
コ
テ
ン 

（ 
 

 

） 

カ
ッ
ポ
カ
ッ
ポ 

（ 
 

 

） 

コ
ロ
リ
ン
シ
ャ
ン
（ 

 
 

） 

ピ
ッ
ピ
ッ 

 
 

（ 
 

 

） 

 【
編
集
後
記
】 

 

今
回
の
例
会
は
ス
タ
ッ
フ
の

お
ふ
た
り
に
企
画
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ー
ス
設
定
・
資

料
作
成
・
現
地
解
説
・
今
城
塚

古
墳
の
案
内
申
込
等
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

も
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

新
池
埴
輪
制
作
遺
跡
で
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の

Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
参
加
の
皆
様
の
ご
協
力
で
今

回
も
無
事
故
で
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◇
◇
◇ 

 

早
雲
だ
よ
り
を
ま
と
め
た
の

で
す
が
、
各
所
の
説
明
や
資
料

等
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ

を
盛
り
込
む
と
、
と
て
も
ま
と

め
切
れ
な
い
の
で
、
当
日
の
資

料
を
も
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

一
口
感
想
に
皆
さ
ん
私
の
思

い
は
見
事
に
表
現
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
感
服
い
た
し
ま
す
。 

 

今
城
塚
古
墳
は
情
報
開
示
さ

れ
て
継
体
大
王
の
陵
と
し
て
納

得
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
有
意

義
な
歴
史
ハ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
。 

 

井
内
講
座
解
答 

問
題 

一 
 

西
郷
隆
盛 

問
題 

二 
 

尻
金 

問
題 

三 
 

ｃ
・
ｄ
・
ｅ 

問
題 

四 
 

 

大
原
女
：
大
原
か
ら
行
書
に 

小
原
女
：
八
瀬
か
ら
行
商 

問
題 

五 

畑
の
姥 

問
題 

六 

三
味
線
・
尺
八
・

太
鼓
・
鼓
・
琴
・
笛 


